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論集第1号（1989年）

国民政府時期，転換期の上海における

　　　　中国共産党の組織と活動

田　中 仁

　　本文叢要爾述上海地下党在受到多次破杯，弾且在ゆ央券磁情況危机、朕絡中断的情況下，重建

組銀蘭這程和情況。迭全財期的中国共轡党醜革命路銭蕉姓干杁菰維埃革命路銭向抗日民族革命路銭

糊爽的重要R寸期。一一一九三六年上海的救国会這幼是当討串国政治中引人注陽的因素。駈以上海地ド党

的組銀和活劫対当吋巾国政治的鞍変有璽要自勺意叉。

　　一九三四年十月，中央蒜区的解体使中国共声党鴎予危机之中。以共声飼隊七大作力契机，中国

共声党升始以抗口民族銃一裁銭力重点，探索新的笈展方向。嶺附，中圏共声党的鑑須有四杢重要的

組成部分。第…：陳北的党中爽；第二：以莫斯科稲巴黎作力活幼据点的中共代表風第撒：一九三

灘年上海旛瞬串央局停疏活劫后，在白区王作方懸取得重要成果的平津地匿的北方局；第四：就是本

文所要考察的上海地下党。迭些組錬在相互詞組銀美系ゆ断的情況下，一方1脈君虹匂其他党組銀的駁

系，男…・方面分別探索当酎抗N輿族革命路銭的鞍換。上海地下党在国隊七大稗一二九這劫的影胸5－，

対這去的政策禰墾銀遊行了反省湘撞査，対同上海的髪羅人士逃行租扱紬躾合的可能性遊行∫探索。

救国会是以当瞬公升的和非公弄的函都分鯖合面成約一全統一・故銭組重只，紺外公昇的部分由上海的各

界愛圏人士組成，中共党員則成力救国会中非公升約領腎屡。

　　救囲会遂劫是在“停止内載、一致抗Fl”的主弓厨乍力基点，各派政治勢力的朕合中，”符合中蟹政

治新格局的声物。迭杢這幼以一・九撒六年十一一月日商妙ヂ大蟹二｛二力頂点，杁弼響致了麟民政府的“撰

外必先安内”敷策的失敗。由干西安事変的和平解決，以“国内和平的竣持、抗哉恣勢的具体化”力

主要内容酌串圏政治的新険段到来了。跡一九鷺六年的上海救飼会這幼是八・三吋期的上海救亡跡会

的這劫和抗哉初期武双的大余抗縫這劫的先声。

は　じ　め　に

　1928年，全国政権を樹立した国民政府は，三930年の中原大戦に勝利したことにより中国政治の指

導権を確立した。1931年，九一八事変の勃発により“抗日民族意識（抗Hナショナリズム）”は“抗

日救亡”論として中国政治の「一般意思」にまで高められ，1945年に至る約15年をとおして規定的

役割を果した1）。このことは，国斑政府時期政治史（1928～49年）において“抗日時期”（1931～4正年）
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国民政府蒔期，転換期の上海における中蟹共産党の組織と活鋤

という段階を措定しうることを示すものであるが，“抗日時期”はまた，“抗H民族意識”が中国政

治において規定的役割を果しながらも，主要な敷治勢力が“抗臼救亡”問題を未だ第一の政治課題

と捉えるに翌らず，従って全民族的な抗戦態勢を構築するに至っていない前半期と，全民族的な抗

β抗戦態勢の実現を基礎として，抗戦態勢の維持・強化と抗戦勝利後の中国政治の方向性の模索を

基本内容とする後半期に区分することができる。“抗葭時期”の前半期から後半期への転換は，国

民政府にとっては“内戦・抗戦”路線から“抗戦・建国’路線への転換を意味した。また中国共産

党（以下，中共と略）は，この転換期において，ソビエト革命路線から抗日畏族革命路線に転じ2），

1949年の中國革命の勝利へと導く政治回路を呉体化する端緒を見いだした3）。このため，1935年の

華北事変から1937年9月の第2次国共合作の正式発足に歪る時期は，単に“抗B時期”の転換期で

あるにとどまらず，鼠民政府時期政治史のおける転換期でもあったとすることができよう。

　本稿の扇的は，国民政治暗期政治史の転換期における政治過程を総体的に理解しようとする作業

の一環として，この時期の上海における中共の組織と港動について考察することにある。その際，

中共の革命路線の転換および当時の中国政治の展開に極めて大きな影響を与えた上海救隅会運動と

の関連に特に留意したい。

　本稿で用いた資料は主として当事者たちの回想資料である。後述するように，嶺時，上海の中共

地下組織は国民政膨の徹底的な弾狸を受けて壊滅状態にあり，さらに中共中央との関係も遮断され

ていたため，当事者たちの回想資料以外に拠るべきまとまった資料がないという事情が存在する。

従って，回想資料のもつ限界性一記憶の不正確さ，当時その人物の置かれた位麗に由来する知見

の限定性，意識的・無意識的な霞己装飾など一を考慮して，燭々の史実については資料の霜互比

較によりその実態に近づくよう務めながら，こうした史実の積重ねによって具体的イメージの獲得

をめざしたい4）。

I　l930年代前半，上海の共産党組織

　王927年9～IO月，中共中央は武漢から上海に戻ったが1），国毘政府の度重なる弾圧に遭い1933年

初めには江西ソビエト琶に移転せざるを得なかった。その結梁，ソビエト区の中央とは別に上海中

央執行局がつくられ，中央を代表して白区の地下工作を指溝するとともにコミルテルソとの連絡を

担当した。江蘇省委員会（上海地区を含む）は事実上，上海中央執行局の指導の下に置かれること

となった2）。上海〔臨時〕中央局は，1933年1月・193違年9月・1935年3月の三回組織されたが3），

いずれも国民政府の徹底的な弾圧を受けた。1935年7月22B大弾圧の後，上海における党員は2◎0

人前後，共産主義青年鐡（共青鰯）の翻員は300人余りであったといわれる4）。8月26β，臨時中

央局は，駐＝ミルテルン中共代表懸王明・康生の現在上海には如欝なる中央紹織も必要ではないと

する5月3日付の書簡を受け取り，この指示に従って活動を停止した5＞。

　王尭山の翻想によると，当時の上海の共産党組織は以下のような状況にあった。
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論集第1号　（1989年）

　上海の地下党の各系統は，いずれも党中央の指導を喪失し一部の組織が残されたのみであった。

当時存在した組織はおおよそ次の各系統である。

　（玉）中共文化工作委員会（“文委”）系統。“文委”指導下の“八大連”S）にはすべて党員が存在し，

1935年番時の党員数はIOO人前後であった。

　（2）共青懸江蘇省委。上海には各翻の区委組織があり，党の系統とは分離していた。彼らの一部

は紡績工場・タバコ工場・郵便電信部門および女子青年会が組織した夜間学校などで活動してい

た。

　（3）全國総工会（赤色工会，“全総”）系統。主要な部分は紡績工場とタパ＝工場におり，また機

械工場・印欄工場・絹織物工場にも散在していた。この系統の党員は1◎0人たらずである。

　（4＞中華民族武装自衛委員会（“武衛会”）系統。“武衛会”は，名饅上統一戦線組織であるが，

実際は党員が工作していたη。党員数は，約2～30人であった。

　（5＞　　情報系統　　（‘‘特黍斗，，）。

　その他，外地で組織関係を喪失して上海に来訪し，上記各系統の外郭団体で活動していた党員も

少なくなかった。これら各系統はいずれも党中央との関係を失ない，また相互の横断的な関係もな

く，それぞれ独盧に活動を展開した8）。

豆　路線転換と“臨委”の成立

ll　・－1　コミルテルン第七圃大会と路線転換の模索

　1932年の中ソ関係回復以後，ソ連大使館は，上海の南京路に！1・さな書店を開いた。当蒔，この書

店では『インプレコール』や『モスクワ日報』などが売られていた。“文委”・“文総”はこれを通

じてコミルテルン第七回大会におけるディミトgeフ報告・大会決議・代表の発言を知り，関連文献

を翻訳してガジパン印欄に付し検討材料とした1）。

　〔補〕「八一宣書」は，1935年10月1嗣，駐コミルテルン中共代褒団がパリで発行していた『救

　　　国報』に掲載された。この『救羅報』および『救国蒔報』（『救国聴報』は，『救国報3がフ

　　　ランス当局の籏力で停刊に追いこまれた後，12月9H，その後継紙として翻刊された）は，

　　　1936年初め以降『薪生灘雑誌の購読者名簿に基づいて広範な範囲に送付された2）。また，王

　　　明ら中共代表団は，1935年9月，「八一宣書」を宣伝するためアメヲカの中共組織にこれを

　　　送付し，直ちに数万部印糊して各種の形式と方法で南京政府の軍政要員および各党派・団体

　　　・新聞社・社会名士・華僑騒体に送るよう指示した3）。コミンテルン第七測大会の新方針お

　　　よび「八一宣言」に代表される駐＝ミンテルン中共代表団の新提案の上海への伝播は，おお

　　　よそこれらのルートによると考えられる。

　“文委”は，1935年7月の大弾圧の後，周揚を書記とし，章漢夫・銭亦石・夏術・呉敏らを成員

として再建されたが4），9月以降，コミンテルン第七國大会についての情報に基づいて活動方法の
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転換についての討論を開始した5）。これ以降，各系統は徐々にそれぞれの路線転換を模索すること

になったと思われるが，その過程はおおよそ以下の通りである。

　（1）“文委”系統。

　1935年1◎月上旬：“文総”，新党団を組織。（書記：韻喬木，成員：郵潔・ヨ三輪）6）

　10月25日：“文総”常務委員会は「新綱領発表についての緊急通知」を発出し，「左翼文化運動は

広範な民衆の積極的な要求を総括し，政治的立場や流派を問わずに“中鰯民族の狸立と自由，領土

の保全”“反帝・抗Hと反蒋”“新文化の防衛”などのスローガンの下，広範な統一戦線を結成し，

“

抗臼反蒋”を最も主要な闘争目標としなけれぽならない」と雷萌7）。

　ll月上旬二“左連”（中国産翼作家連盟），肖憲のモスクワからの書簡を受理。書簡は，畏族危機

が日増しに深まる情勢のもと，“左連”の工作を「大転換」して抗日統一戦線に「追随・符合」さ

せ，「組織面では“左連”の解散を宣醤してより広範な文学闘体の組織を呼びかけ」，「亡国を塾ま

ないすぺての作家・文学者・知識人を結集しなけれぽならない」と要求8）。

　12月：“文総”およびそれに属する‘‘左達”・“社連”などの左翼文化闘体は，救亡運動の発展に

対処するため解散を決定9）。

　これ以降，その大部分は各救国会の工作に転じていった10）。“文委”はまた，一二九運動勃発後，

沈鈎儒・何香凝・陶行知・郷翰奮・章乃器など縫会上層人士との連携に務め，救臨会代表と翼武衛

会”・“全総”・“文総’の各“連”との連席会議を開催するととともにll），王翰と“左連”の何家

椀による学生運動を指滋する小組を発足させた12｝。

　（2）　　共青団系統。

　1935年11月1日：中共中央は，共青膨の緯織を根本的に改造して団員を現存する青年大衆の食法

・ 公開組織に参加させ，さらに，多数の団体を中共に参加させることを決定圭3）。

　1936年1月：共青鵬江蘇省委は，共青懸を大衆的な抗日救羅青年団に改編するというパリ窪救国

時報』に掲載された団中央の見解を知り，（1＞独自活動を堅持するが懸員の拡大は行なわない；②蟹

機関紙『群衆的団』・『少年真理欄の発行を惇止する；（3）団員e＃1－一一般大衆の姿で救国会の公開的な

抗日救亡運動に参加することを決定14）。

　（3）“全総”系統。

　1936年2月16日：‘‘全総”白区執行局は日本紗廠工作委員会（‘ξ紗委’）を組織することを決定（成

員：陳之一・郭光洲・張維槙・韓念竜・周林）15）。

　（4）“武衛会”系統。

　1935鱗1月：党団成員の調整を行ない（書記：林里夫，成員：陳壁如・李建模・嚢牧華），さら

に，敵の弾圧を防ぐため一切の活動を停止して2～30の最も安全かつ儒頼しうる幹部との単線関係

のみを保持し，それ以外のすべての麗係は暫時切噺することを決定16）。

　“武衛会”党団のこの決楚は「ある老が組織を当局に売り渡した」：ηことに鰐する防衛借麗であ

ると考えられるが，結果的にこの系統に属する多くの人々が救国会の濡動に参加することになった
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と推測される。

　このように，各系統ともコミンテルン第七園大会の新方針に墓づき組織・活動の雨面における再

検討を行ない，上海における救困会運動の中に新たな活動の場を求めていった。

亘一2　“臨委”の成立と救国会党団

　1935年12据から翌年2月にかけて，上海では“婦女界”・“文化界”・“職業界”など各界の救国

会が相次いで成立し大衆的抗臼運動が広範に展踊された。“文委”は，このような清勢の発展に十

分対応することができなかった。すなわち“文委”は，元来“八大連”など文化・教育界の進歩的

知識人を主な構成員とする大衆組織の指導を霞的としていた。しかしながら，救国会は労働者・店

員・民族ブルジョアジー・学生など異なった階級講成を有した職業劉の大衆組織であった18）。この

ような救圏会運動の発展と，中共江蘇省委・区委が破壊され党中央との関係を喪集しているという

状況下にあって，1936年2月，“文委”は中共江蘇省臨蒔工作委員会（“臨委”）を組織して救国会

系統の党員管理の円滑化を計った王9｝。“臨委”の構成は，書詑：凱潔，委員：胡喬木・王翰・丁華

・ ヨ三新元・銭俊瑞であった。各救国会成立後は党団が組織され，救國会の各系統に沿って党員を管

理した2°｝。各救国会の党躍の構成は以下の通りである。

　文化界救国会（“文救”）：書記銭俊瑞，成員曹亮・王新光・銭亦石・孫克定など

　婦女界救国会（“婦救”）：書記杜君慧，成員林立・張恵英

　　　36年夏改組：責任者林立，成員羅叔章・郵潔（女）

　職業界救国会（“職救”）：核心小組林楓・雍文濤・顧准・王紀華・睦志仁・劉峰

　国難教育社：書記丁華・郷伯克，成員張勤夫・王洞若・張敬人など

　全国各界救国連含会（“全救”）：書記銭俊瑞，成員王翰・石不欄・張動夫・銭亦石など21）

　“臨委”と“文委”の関係について王翰は次のように述べている。すなわち，爾者の関係はあま

り明確ではなかった。“文委”の成員は従来の指導者であったので，我々は彼らを尊重した。しか

しながら彼らは非常に多忙であり，さらに救国会の上層人士に対する工作もあったため，‘‘臨委”

に千渉しなかった22）。

豆一3　爲雪峰・潜漢年の来漣

　1936年4月25日，中共中央が派遣した薦雪峰が王尭山・沙文漢らを伴って上海に到着したことに

より，上海の地下党と陳北の中共中央との関係が圓復した。彼は上海の党組織に対して遵義会議の

状況について説明するとともに，瓦霧墜会議決議などの中央の文献を持参した。また彼は，郵潔に

対して上海では暫蒋党員を拡大しない（一人の党員といえども増やしてはならない）という中央を

指示を伝達した。その理虫は：（1）上海は帝国主義が厳しい統治を行なっており，由色テロが容易に

発生しうる；（2）上海の地下党は壊滅状態にあり，スパイの党内への混入を防止する；（3）革命的大衆

団体のもとに進歩的大衆を組織し，彼らを党外の大衆組織のもとに一時留めておき，以後聴機が熱
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せぽ党に吸収するという方法は，不測の事態における損失を防ぐことになるというものであった23＞。

薦雪峰に課せられた任務は，（1）上海における電信施設の設置；（2）各救國会の指導者との連帯；（3）上

海地下党との連携などであっk24）。

　一方，1936年7月，駐コミンテルン中共代表団の意を受けた播漢年は，胡愈之を伴ってモスクワ

から上海に帰還し，胡に救国会工作を展開さぜた25）。

　〔補1〕長征中の中共は，白区工作を再建し・コミンテルンとの連絡を厩復するため，遜義会議

　　　の後播漢年を・1935年5月には陳雲を26）それぞれ上海に派遣した。彼らは上海において中

　　　共代表団の指示を受け，モスクワに赴いた。藩はロミソテルン第七回大会の終了間際に，陳

　　　は9月下旬にモスクワに到養した2η。コミンテルンと中共代表団は，彼らの報告によって遵

　　　義会議と四川における長征軍の，具体的な状況を了解した28）。1936年1月末～2月初，中共代

　　　表団懸長王明と国民政府駐モスクワ大使館付武宮凱文儀との間で会談がもたれ29），躍共の共

　　　同抗Hの問題については以後国内で交渉を行なうことになった。2月，中共代表懸が蒋介石

　　　に対する態度を硬化させたため，溝の帰国は延期された。酉広事変が勃発すると，ゆ共代褒

　　　掻は両広派と連絡をとるため幡を帰国させた。7月，幡は中共代表畷の旛示により圏疑党と

　　　の交渉を開始した30）。

　〔補2〕1935年末，胡愈之は獄中の杜重遠を通じて張学良を積極的な抗濤姿勢に転換させること

　　　に成功した。彼は，このことを党中央に報告するため，上灘から香港へ，さらに・鰯を経由

　　　してモスクワに赴いた31）。

　播漢年は，上海に数揖滞在した後同地を離れ32），8月88には陳北の保安に劉着しコミンテルン

の指示を伝達した。iOH，それに基づいて専門会議が召集され，指示の貫徹が計られた33）。9月，

播は再び上海に戻り，中共上海弁事処が開設された。（主任：灌漢年，翻主任：薦雪蜂）鋤問弁事

処の主たる活動内容は，（1）上海における統一戦線工作；②国民党との連絡；（3膿琶における情報収

集であった35）。なお，当時の上海における共産党の組織系統からいえぽ，港漢年らの活動は“情報

系統”に属すると考えられる36）。

擁　救国会運動と上海共産党

思一1救国会上層人士と共産党の蘭係

　当時，κ上救”（上海各界救國連合会）総副韓事・“全救”組織部総幹事であり，中共党員でもあ

った徐雪寒1）は，救国会の組織形態について次のように述べている。救国会は公開的部分と葬公醐

的部分が結合した組織であり，宋慶齢・何香凝・沈鈎儒・史良らがその公開部分を担っていた；彼

らは祉会的僑望と一定の社会的地位を有しており，彼らが公然と救国の旗を掲げて進歩勢力の支援

を受けていたため，國民党も軽々しく彼らに打撃を与えることはできなかった；このため，救国会

という組織形態を通して，多くの党組織を喪失した党員をそのもとに結集することができた2）。も
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し救顯会の公開部分を担った上層人士に，影時の敷治情勢の中で中国政治における共産党の存在意

義を認め，さらにそれと積極的に連携していくという姿勢がなかったならぽ，このような組織形態

は到底実現しなかったであろう。策節では，救麗会上層人±の共産党観および共産党との関係につ

いて簡単に整理したい。

　（1）宋　慶　齢

　徐雪寒は，宋慶齢が中共の“意図”を一般の党員よりも早く知っており，党の白区の指導老およ

びコミンテルソが派遣したガラン・・ッチ（格蘭尼奇）と常に交流があったと述べている3＞。また，

“

武衛会”の組織を指示した1933年10月27　H付の駐コミンテルン中共代表団の中共中央宛書簡が，

宋慶齢が署名者になることを露虜の前提としていること4）から類推すると，彼女はコミンテルン極

東局と密接な連携をとりながら活動していたと考えられる。

　（2）何　香　凝

　何香凝は，1928年12月の国民党中央の会議において翻民党の反ソ反共政策を批判し，以後も共産

党員及びソ連との交流を続けると宣言した5｝。1933年3月，彼女は，共産党員で当時“全総”宣伝

部長・全国海員工会党団書記として上海で活動していた愛患霧承志6）が公安当馬に逮捕された時，

釈放運動に奔走し，釈放後彼を粥陳ソ区に送った7）。彼女は宋慶齢と共に，“武衛会”において中

心的役割を担い8），また「八一宣琶」に直ちセこ呼応して全羅に大きな反響を引き起こした9）。

　（3）馬　相　伯

　馬柑伯の孫にあたる馬玉章は，幼い頃あるものが馬相伯に頬しヂあなたはカソリック教徒であり

・ 有神論者であるのに対し，共産党は無神論者である。あなたは何故に共産党を攻撃しないのか？」

と質問したところ，馬相伯は「信仰は各人の自由であり強鰯することはできない。しかしながら，

国家は大きな～家であり“兄弟は内輪喧嘩をしていても，外からの侮りに対しては共にこれを防ぐ”

という真理を理解しなけれぽならない。率直に言って，各方面の事実は共産党が非常に愛国的であ

ることを証明している。従って現に羅難が到来している時，内戦を停止して共に外侮に轟たらねぽ

ならない」と答えたと園想しているlo）。

　（4）沈　鈎　儒

　徐雪寒は，「沈鈎儒の前で我々は共産党の主張を隠す必要は全くなかった。彼は，かつて私に，“た

だ共産党だけが中国を救うことができる”と語った。我々は，常に彼に『救国時報』を贈っていた」

と述べているll）。また，南京で救国会工作を行なっていた孫暁村は，沈が救国会工作のため南京に

やって来て「南京救国会の工作方針について詳細に論じた後，少数の人々に頬し中共の指添を伝達

した」と回想している12）。さらに，“七君子”事件の法廷で裁判長が「抗臼救国は共産党のスロー

ガンではないのか？」と質した時，彼が「共産党は飯を食う。我々も飯を食う。共産党が抗呂を言

ったからと言って，我々がどうしてそれを言ってはいけないのか」と答えたことは有名である13＞。

　（5）郷　輻　奮

　孫暁村は，救国会内部で論争が生じた時，郷鯛奮が一貫して中共の方針・政策の立場に立ってい
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たことが強く印象に残っていると圓想している14）。また香港での『生活日報譲の鶴刊準備の際，郷

は両広派の介入を排除するため鵡愈之の助力を求めだ5）。燭広事変が勃発すると，彼は柳提（当時，

『生濡日報2副刊編輯）ら党員を通じて中共の晃解を知り，同紙においてそれを支持した16｝。更に，

劉少奇の『生活B報』のE的および救国会運動の性質をめぐる提案に対して，郷はその提案を同紙

に掲載した上で受け入れだ7＞。

　（6）章　乃　器

　章乃器は，“全救”成立まで全権を掌握していた中国徴信所において「多くの愛国青年を育て，

かなりの革命幹部を庇護した」と述べ玉8），また中共党員である三弟樫庵（章秋陽）に薄しても「党

内でいかなる職務を行なっているのかについて聞いたことはなかった」と記している19）。彼はまた，

“

七翼子”事件の法廷において，「もし共産党が抗βを要求するのなら，それをやらせるべきであ

り」，「亡国の脅威の下，我々の内部において再び摩擦があってはならない」と述べ，「共産党の抗

日は飽に魂胆があるのではないか」という問に対しては，「彼らの大多数は良心的な中国人であり，

他に魂胆があるとは決して思わない。もし少数の人に魂胆があるとしても，我々は必ずしもそれを

恐れない」と供述した20）。

　（7）王　造　時

　王造時は，1931年10月に発表した「救亡両大政策」において，ドもし現在，共産党が暴動を停正

して一致薄外を行なうならぽ，それは全羅国民の団結にとって福音である。我々は党派的対立を棄

て，国家的利益を前提として奮閣しなけれぽならないjと述べた21）。また1933年発表の「戦的政策」

においても，「共産党との妥協」に言及し，「江西の敷府軍が紅軍とともに前線に移動して巳本帝国

主義を打倒せよ」と主張した22）。さらにF八一宣言」については，彼自身，その内容に接して「非

常に興奮し・衷心から賛同して上海文化界の宣言に名を連ねた」と述懐している23｝。

　（8＞沙　千　里

　沙千毘は，1934年初め中共の外郭組織ドソ連の友」祉に加入し，許徳良・李伯竜・揚修範・章乃

器・葛師良らとともに蟻社内に「ソ連の友」小組を組織しtc　24｝。彼は，「八一宣言」を読んで以後

r抗黛救國の希望を中共に託すようになった」と述懐しているが25），彼が主編を務める『生活知識』

（1935年12月創葡には，何封・莫思奇・柳提・夏征農ら進歩的な作家の文章が掲載された26｝。ま

た彼は，1938年7月中共に入党申講を行ない批准されたが，この件は1980年になって公開された27）。

　（9）李　公　僕

　李公撲は，1932年冬『申報』総経理史量才の資金援助を得て『申報3流通図書館を翻設した。1934

年をこは醐図書館に“読者指導部ylを設麗し，また窪申報諺紙上に“読者問答”欄を開設しlt28＞。こ

の“読者指導部”および“読者閥答”欄の工作は，主として「“左連”・“鮭連”のメンバーでマル

クス憲義を志向していた」榔展夫（御提）・夏子美（夏征農）・李崇基（莫思奇）らによって行なわ

れたが29｝，李公僕自身，彼らと交流を通じて従来のriH民圭主義的な枠組」を脱していった3e）。史

量才が階殺された後，李は柳ら三人とともに読書出版社を創設した3三）。
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　⑯　史　　　良

　1931年，史良は弁護世となった。当時女性弁護±は極めて少数であったため，多くの女性に関す

る事件を担当することとなり，彼女は女性の代弁者として見なされていた。1933年，彼女は宋慶齢

の依頼で中共党員郡中夏の弁護を行なった。彼女は，それ以後も宋慶齢の委託を受けて何件かの政

治事件の裁判に関わり，地下党員の救済活動に従事した32）。

　（11）陶　行　知

　陶行知が1927年に創設した暁庄学校には，翌28年には中共党支部・共青岡支部が存在していた33）。

陶は，学内で党派的対立が生じた際には不干渉の態度を取り，F誰の主張に道理があるか，自霞に

競え」と述べた34）。また1932年以降の工学団運動は，最初から共産党及び左翼人±との連携のもと

で展開された。後に国難教育者の中共党団のメンバーとなる張勤夫・王澗若・張敬人らは，工学団

運動に参加した“教連”の成員あるいは中共党員である35）。陶はこのような長期にわたる中共党員

との接触の中で，中共に対する支持を明確にするようになり，このことが国難教育社（1936年2月

結成）において中共が指導的地位を占め，上海地下党の重要な活動拠点となる重要な要圏となっ

た36）。

　以上，1936年の上海における救国会運動の公開部分を撹った上履人士の共産党観・共産党との関

係を概観した。この段階における中国敷治の最璽要課題を“内戦停慮・一致抗臼”の実現と捉え，

その実現のために共産党と積極的に連携していこうとする点では，第二次国共合作の実現以降救国

会運動から離れていく章乃器・王造時をもふくめて37），各人の認識は共通していたといえるであろ

う。なおこの時期，彼ら上層人士に魁し統一戦線工作を行なっていた中共党員は，胡愈之・銭俊瑞

・ 銭亦石・曹亮・王文清〔王紀華〕38｝・支思奇・徐雪寒らであった39）。

鶏一2　“上救”の成立と共産党

　上海では，1935年5～6月の『新生』事件を契機として抗H救亡運動のあらたな高潮が訪れた4e）。

救国会は，沈鈎儒・郷鞍奮・陶行知・李公撲・周新民・章乃器ら10人の小グループによる一二週間

tle・一一度の“叙餐会”の形式で始められたh；41｝，“一二九”の：ユースが上海に伝わると，彼らは文

化界に呼びかけて12霞には「上海文化界救国運動宣言」を発表し，北平の学生救国運動に鮒する支

持の態度を明らかにした42）。これ以降翌年2月にかけて，婦女界（12月　21　H）・文化界（12月27日）

・大学教授（1月9日）・電影界（1月）・職業界（2月9日）・国難教育社（2月23日）と上海の

各界に救国会が結成され，それとともに，各救国会の連合組織の結成が模索された。この時期，“文

委”は，各兄弗組織の行動を統一するために連席会議を召集した。この会議には，救国会代表のほ

か“武衛会”・“全総”・“文総”各連の代表が参加した。この会議を召集したのは王紀華で，玉翰

は“文総”代表の資格で顧問として出席し，文化界の代表は孫克定・教連の代衰は雍文濤であっ

た43）。前述したように，王翰・王紀華・雍文灘・孫克定ら4人はいずれも，当晴の上海地下党の重

要な活動家である。この会議は，各救国会の連合組織（“上救”，1月28霞結成）の組織が，救園会
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上贋人士と上海共産党との密接な連携のもとに行なわれたこと示している。共産党はこの連携を墓

礎として“武衛会”・“全総”・“文総”等各系統を改組し，その構成員を救扇会運動に投入してい

ったと考えられる。

蟹一3　救国会の組織と共塵党

　本節では，救羅会組織において中共党員が如何なる｛立置を占めていたのかについて，幹事会・行

動指揮部・“職救”組織部および『救亡情報』に関して具体的に見ることにしたい。

　（1）幹　事　会

　1936年1月に成立した“上救”・5月末に成立した“全救”は，いずれも公開の理事会（執行委

員会）と，理事会の下で具体的な臼常工作に従事する非公開の幹事会を有していた。“上救”韓事

会は，胡子嬰が総幹事で，徐雪寒と朱楚辛が総副幹事であった翰。また，“全救”では，総務部長

王造時の備下に石不欄が・組織部長沈鉤儒の羊に徐雪寒が・更に宣伝部長章乃器の一1　tt呉大麗がそれ

ぞれ各部の総幹事として張りつき，石・徐・呉の3人は黛常的に顔をあわせてH々の其捧工作につ

いて研究していた45＞。この内，徐雪寒と石不欄は中共党員であり46），呉大蝿もまた，“金救”中共

党団書記の「銭俊瑞の指導を受けていた」と霞ら語っていることから鋤，中共党貴あるいは中共に

極めて返い人物であったと考えられる。このことは，中共党員が“上救”・“全救”維織の葬公開

部分の中枢を占めていたことを示している。

　（2）行動指揮部

　救国会行動指揮部は，1935年12月2蝦のデモを準備・組織する過程で組織され，その後常麗化さ

れた。すなわち，2媚のデモを準備するため，章乃器は数回の会議を召集し，この会議において行

動指揮部の組織が決定された。王紀華（“職救”）と林立（“婦救”）が行動総指揮となり，章乃器・

郵潔・銭俊瑞・王翰ら数人が後方指揮部を設置してデモを摺導した。（前述の顛く，章乃器以外の

5人とはいずれも中共党員である。）このデモの後，各救国会は行動指揮部の常置化を決定した。

この組織は非公開で，各救国会が派遣した代衰により構成され一陳家康（“学連”）・孫克定（“文

救”）・林立（“婦救”）・鄭伯克（臨難教育社）・雍文濤と王紀華（“職救”）ら一，彼らはいずれも

救国会内の中共党員であった。雍がその総指揮を担当し，郵潔（中共江蘇省臨時工作委員会書記）

の直接指導のもとに置かれた49）。行動指揮部は，記念βがあるごとに一一“t八”・“三八”・

“

五一”・“五三〇”・“九一八”など一活勤し，また，記念日以外でも必要に応じて行動した。

行動龍には会議を開いて異体的な部署・情勢の分析・宣伝教育活動について研究し，行動中は大衆

とともに参加し，行動後には経験と教談を総揺した5◎〉。この分野では，中共の長期にわたる地下活

勤の経験が発揮されたというべきであろう。

　（3）“職救”組織部

　“職救”は，各救国会の中で最も広範な大衆的基盤と動員力を有する組織であり，その成最は，

上は高級職員（自浅職業者を含む）から下は銀行や銭荘および内外の企業や商店の小職員・店員・
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学生に及んでいた51）。“職救”成立時の会員は600余であったが，以後IOOO人余りにまで発展し，デ

モの際には2～300◎人の動員力があった52）。“職救”で活動していた中共党員は10人前後であり53），

互一2で言及した林楓・雍文講・顧准・王紀華・陸志仁・劉峰のほか，揚修範・王明揚・陳敏之・石

志煽・李希之らの党貫がいた54）。“職救”にはまた，数16入の“職興連盟”（LM）という積極分子の

組織があった。中共の核心小組は，このLMの成員をとおして“職救ttの基層部分を掌握してい

た55）。また，陸志仁の翻想によると，1936年5～6月における“職救”組織部は，沙千里部長の下，

王明揚・揚修範・陳敏之・劉峰・陸志仁・揚子発の6人が幹事として組織工作に従事していた56）。

この内，楊子発が末確認である以外5人が申共党員であることは中共が“職救”組織の中でもその

中枢部分を占めていたことを示すものである。

　㈲　『救亡情報』

　『救亡情報』は，“上救”の機関紙として1936年5月に創刊された。同紙は徐雪寒が“経理”と

して実際の編集事務の責を負い，“上救”宣伝部長王造蒋の審閲を経て発行された。後に，岡紙は

“

全救”の機関紙となil　r宣伝部長章乃器・隅部幹事呉大蝿のラインで発行された57）。従って，『救

亡情報3の編集工作においても，中共が深く関わっていたといえよう。

　以上，救国会組織と共産党の関係について具体的に見てきた。その結果，救国会のβ常工作に従

事する幹事会；集会・デモ等実際行動を企臨・指導する行動指揮部；救国会の中で最も動員力のあ

った“職救”の組織部；救国会の機関紙『救亡構報』の編集部門という救国会組織の中枢部分が，

いずれも中共党員によって担われていたことが明らかとなった。従って，救国会の組織は，上摺人

士によって担われた公開部分と中共党員がその中枢部分を掌握する非公湖部分によって構成された

統一戦線組織であると捉えることができるであろう。

猟瞬　救国会の活動と共魔党

　救国会の諸活動の中で，集会の開催・デモの実施および『救亡情報』等を通じての宣伝・広報活

動において中共党員が極めて大きな役割を果したことについては，前節で述べたが，救国会のその

他の活動において彼らが果した役割については，以下の諸点に留意すべきであろう。

　（1）“学連”の組織

　一二九学生愛国運動は全国の抗H救亡運動の新たな高揚をもたらしたが，上海の抗R救亡運動の

展開においても，学生麿の動向が知識人のそれと共に重要な僚置を占めていた。公開組織としての

上海“学連”（上海帯学生救騒連合会）の成立は1936年5月27βであるが，組織自体はそれ以前か

らを存在していた。ただ，一一：￥の社会的地｛立をもった代嚢巻を見い出すことができなかったがため

に，地下組織として活動せざるを得なかった58｝。“一二九”以降，“文委”はその影響下にある学生

運動を指導するために，王翰と何家椀による専門小組を組織して各“連”の学生を集中的に指導す

ることになり，この小組は実質上“文委”（“臨委”）の学生委員会となった。胡喬木・陳家康・張

執一・雍文濤・蒋南翔らは，槽前後してこの工作に携った59）。この小組の任務は，上海“学連”お
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よび全躍“学連”の組織であったと考えられる。前者については，玉936年春，董翰と胡喬木が復且

校外の憶頓楼に各方薗の人々を召集し，同校の“武衛会”・“社連”・“左連”・共青団等の組織を

合併して“抗日救国青年団”を組織するよう指示した，という史亜璋の回想が参考となる60）。おそ

らく，これと同様の形で各校の諸組織を整理・改編して上海“学連”の組織化を爵旨したと考えら

れる。また後者については，北平“学連”は，北平学生愛国運動に対する上海各層の支援の獲得と

全顯“学連”の結成準備のために，陳翰伯・羅顯梅・陳元・劉江陵・董鯨華・黄敬・陸躍らを上海

に派遣した61）。1936年3月18臼，これを受けて全国“学連”準備会が結成され62），胡喬木がこの工

作の指導に畿った63）。従って，上海“学連”および全騒“学連”の組織化に当たって（全国“学連”

の結成は5月29日），中共組織は主導的な役翻を果したといえよう。

　②　“工救”の組織

　“工救”（工人救国会）もまた，当初の段階では“学連”國様公開の代表を見い出しえなかったた

めに地下組織として活動していた64）。1936年7月，共青団江蘇省委は，上海の各方薗の労働者を結

集して“工救”を樹立することを決定した。団工委の指導者嚢趨俊は，“上救”常務幹事の身分で

上述の決定を沈鈎儒・沙千里に提案してその賛同を得た。1936年8月26日“工救”が成立し，嚢超

俊が理事会主席に就任した65）。

　（3）“全救”の設立準備

　“全救”の中共党國書記銭俊瑞は，この件について，1936年初め，“文委”の指導のもと沈鋳儒ら

の同意を得て“全救”設立の準備を開始した；我々は北平が派遣した劉江陵および天津の黄敬と協

議レ，人を派遣して全国各地と連絡をとることにした，と述べているes）。

　（4）劉少奇の言論活動

　1935年12月，陳北の中共中央は，コミンテルン第七回大会の新路線を伝達するためにモスクワの

中共代表団が派遣した張浩の劉着を受けて政治局会議（瓦霧量会議）を開催し，抗H民族統一戦線

政策を党の中心政策とした。中共は華北の党の路線を転換するため，劉少奇を天津に派遺して中共

駐北方代表兼北方局書記とすることを決定した。劉は，瓦霧墨会議に出席した後険北を出発し，1936

年春，天津に到着した67）。～方，1935年7月に上灘の臨聴中央局が大弾圧を受けた後そのかなりの

部分が北方局に避難して来たため68），当時，上海の地下党と北方局の間にはいくつかの私的な人的

関係が存在し，“一一二九”以降，これらの人的関係を通して爾地域の共産党組織の接触が発生した。

更に，華北から上海にやって来た学生の代褻が党・団の身分を明かし，北方局の文献を上海にもた

らした。なお，この両組織の関係は，非公式の“兄弟組織間の関係”であったといわれる69）。劉は，

上海が華中・華南地域との運絡が取りやすくかつ組織の防衛に適していると考え，嗣地に“全救”

と全團“学連”を樹立して“内戦の停慮と一致抗日”の旗を掲げるべきだと主張した7e｝。また既に

述べたように，劉は，郷輻奮に対してil生ts　H報誤の譲的及び救国会運鋤の煙質について異体的提

案を行ない，それは郷により受け入れられた。更に，劉が⑲36年4月に執筆した「白区における職

工運動についての提綱」が，上海における労働運動とりわけ在華紡ストライキが発農する重要な契
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機となったことにも留意する必要があろう。（後述）

　（5）「団結御侮のいくつかの基本条件と最低要求」について

　この文献は，1936年7月15日，沈鉤儒・章乃器・陶行知・郷翰奮の連名で発表されたものであり，

救国会運動の綱領的性格を有した文献である71｝。この文献は，モスクワから帰来した港漢年・胡愈

之と香港滞在中の郷鱈奮の3人によって起薙されたとする見解と，播漢年がモスクワから持ち帰っ

たとする見解がある72）。この点については，（1＞文献が沈ら救国会の上屡人士と播ら中共党員の密接

な連携の中で作成されたこと；②播の観点は，国共の秘密交渉を踏まえて今後の中国政治をいかに

展望するかという点にあったということ（既述）に留意する必要があろう。また，章乃器が行なっ

た書き替えが文献の大衆への影響力を減じる結果を招いたという胡愈之の批判についても73），具体

的な検討を要するように思われる。

　上述の如く，中共党員は，集会やデモの実施と動員・機関紙の発行・組織の拡大・理論および戦

術面における論点の提示等の救国会の諸活動において，極めて広範囲かつ積極的な関与を行なった。

その内容は，彼らが救国会の活動面において決定的な役劉を果したことを示している74）。また本章

の論述を通じて，筆者は，1936年の上海救国会運動を抗霞聴期（1931～45）の中国政治における知

識人を申心とした都市部の抗貸大衆運動の系譜の中に位置づけうると同時に，それはまた路線転換

期の中共にとって極めて重要な活動の場でもあったと考える。

W　“全救”の成立と政治情勢

W－1　“全救”成立の政治的意味

　1936年5月31日，各救国会を結集して全国各界救国連合会（“全救”）が成立した。全国の会員は

同年末には数1◎万人に達し，学生・教職員・記者・作家・ジャーナリスト・労働者・店員・商工業

者および国民党・軍・政各界の人士という中国社会の都市部における各層を広く網羅していだ）。

“一二九”以降の全国的な抗β救亡のうねりは，都市の広範な各層を結集しかつ全国的なネッF・

ワークを有した“全救”の成立に結実し，それは抗H期中国政治における新たな政治勢力の出現を

意味するものであった。この中国政治における新たな政治勢力たる“全救”と中共との関係につい

ては聴章で述べたが，“全救”がそれ以外の政治勢力といかなる関係を有し，そのことが中国政治

にいかなる影響を与えたのであろうか？

　呉大麗は，“全救”は漏玉祥・李宗仁・白崇確・張学良・楊虎城らと交流があったと述べてい

る2）。また徐雪寒は，“全救”は張学良・李宗仁・白崇禧・劉湘らと交流があり，抗臼反蒋闘争に

おける連携を強化した；1936年6月，簡広事変が勃発すると，“全救”は楊東藤を代表として澗広

に派遣したと述べている3）。“全救”がこのような地方実力派との接触を慎重かつ極秘裡に展開し

たことは，“七碧子”の逮捕直後，章乃器邸でまっさきに廃棄したもののひとつが薦南・藪北閣係

の秘密電報であったことに示されている4｝。さらに当蒔，陳北の中共中央と蓉北および西南の地方
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実力派との閣で抗鷺救亡問題についての接触・協議があり，特に申共と西北との闘1こは‘糎北大連

合”と呼ぼれる癒めて密接な関係が生じていたこと5）；および薦北と西爾との間でも具体的な接触

があったこと6）を考慮に入れるならぽ，“全救”・陳北の中共中央・西北と函南の地方実力派など

の各政治勢力が，中央政府に対して“内戦停止・一致抗H”政策への転換を要求するという点で共

同歩調を取りつつあったと理解することができよう。また，“全救”と南京方面との関係について

言えぽ，当時国民党軍事委員会翻委員長であった7｝薦玉祥および園家経済委員会主席であった8）宋

子文との関係がとりわけ突幽していた。孫醗村は，沈鉤儒が孫と千家駒を伴って南京の濤玉祥を訪

れ，沈が救閣会の活動について説明したのに頬し，薦は救国会の方針と工作に完全に同意する蜜を

表開したと述べている9｝。また章乃器は，宋子文は内心では救閣会に同情しており，宋慶齢を介し

て数懸にわたって魏000元を寄せてきたと述懐しているle）。なお，1935年秋から1936年冬にかけて，

国共間で舎作抗日についての秘密交渉が行なわれたが，蟹民党側では陳果夫・陳立夫・孔祥煕・宋

子文・張衝らが何らかの形で交渉にかかわった1｝）。このように，中国政治の基本的枠組において諸

勢力の鰐抗ではない溺の選択枝がありうるという認識が権力の中枢部分にも発生し，更に薦玉祥や

宋子文のように救国会の運動を支持する人物をも生ずるに歪ったことは，権力の中継部分それ窮体

が政治的転換期に対応したものに移行しつつあることを示しているといえよう。

　このことは，地方の政治構勢にも一定の影響を与えることとなった。この点については，爾広事

変・酋安事変・鞍遠抗戦に関する次の指摘が興味深い。すなわち，（1）章乃器は丙広事変についての

論評の中で，広酋の民衆運動は我々の理想には合致してはいないが，少なくともかなりの基礎を有

している；青年に対する圧迫および思想的束縛について，広西は全羅の飽の地方と比べて掩較的開

明的である，と論じている12）；（2）徐彬如は，西安の爾北各界救國連念会が西安事変の勃髭により秘

密工作の段階から公開活動の段階に転じたと述べている13）；（3＞1937年3月31日の徽国時報選は，

繧遠では大敵を前にして抗H運動は公麗で行なうことができる；既に全繧遠の救国連合会が結成さ

れ，労働巻・学生・文化等の各救国懸体の工作は極めて緊張したものとなっている，と報じてい

る14）。これらの指摘は，ひとたび抗日救亡の主張が是認される環境が招来すれぽ，その地域におい

て民衆的な抗β救亡運動が大きく発展する状況にあったことを示しており，このような状況は決し

て上述の3地域に限定されたものではなく，中国役会全般について言えるものであったと考えるの

が妥当であろう。

】V－2　上海における在華紡のストライキをめぐって

　1936年の上海における労働運動は噛折の過程をたどった。“一二九”以降，紗廠総工会（“紗総”）

の工作の重点は在華紡に移った15｝。1936年になると，灌東の引翔港・揚樹浦一帯の在華紡では，反

臼ストライキが頻発するようになっだ6＞。しかしながら，2月4日の梅世鈎事件を契機として発生

した各在華紡の同構ス5ライキは，政治スローガンが多すぎ・要求も大きすぎ・労働巻の実際の利

益との距離がありすぎたため，失敗に終わった1η。2月16H，“全総”白区執行局は縫本紗廠ヱ作
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委員会（“紗委”）の組織を決定し，陳之一・郭光洲・張維顧・韓念竜・周林（いずれも中共党員18））

で構成されることとなっfc　19）。同蒔に3月に5つの在華紡で職場での座り込み闘争を行なうこと；

及び3000人の救国会員を“全総”に加入させることを決定した20）。この座り込み闘争は，100人余

りの酋切りと40人近い逮捕老を出して失敗におわり21），また救国会員の“全総”加入には反対が多

く，その結果，〔“全総”系統の？〕救国会員は70～80人に滅少した22）。度重なる失敗は“紗委”内

に激しい意見の対立を招来したが23），6月，雍文欝から周林の手を経て劉少奇「由区における職工

運動についての提綱」が“紗委”にもたらされ2の，これに基づいて従来の経験を総括しセクト主義

的傾向を克服していった。その結果，8月26日には“工救”が成立し，以後の上海における労働巻

の抗日救亡運動は“1救”の旗のもとで展開することになった25）。9月，郭光洲を除く“全総”白

区執行局の主要スタッフは鮫北での会議に出庸するため上海を離れ，“全総”の“紗委”に対する

指導は停止された26）。

　これ以降，“紗委”は新たな体欄の下で在蘇紡のストライキの準備に取りかかった。すなわち，

張維頼を責任春とするストライキ指導部が結成され，周林が濾東でのスyライキの発動を・郭光洲

と韓念竜が“上救”との連携を分担することになった27）。その結果，11月8βには上海在華紡のス

トライキが始まり，やがてすべての在華紡に波及していくことになる。筆者は，このストライキに

ついて，次の3点に注9する必要があると考える。まず第～に，救国会とこのスFライキとの関係

である。“全救”は8月に“工救”が成立したにもかかわらず，その事実を公fta±ず28），11穣2臼

に開催された孫中山生誕記念大会において，スyライキ中の労働巻の代表が発雷して支援を求めた

ため，救国会はスyライキ闘争後援会を組織したとして，ストライキ発生以前における救国会の関

与を否定している29）。しかしながら，（D救羅会組織において中共党員が申継部分を占めていたこ

と；（2）郭光洲・韓念竜による“上救”へのはたらきかけがあったこと；（3）ストライキの費用として

章乃器が救国会の経費から巳額7◎00元を支出していたとされること30）；および（4）“七君子”の逮捕

直後，章乃器邸でまず廃棄したもののひとつがこのストライキ支援募金に関する書類であったこ

と31）などを勘案すれぽ，この関与の否定はあくまで魁外的な表明であip　t実質上，両者はストラ

イキ発生以前から密接に連携していたと推測することができよう。第二に，黄色工会の動向につい

てである。中国労働協会理事朱学範は，王936年6月，ジュネーブで開催された国際勤労者大会に出

席した際，モスクワを訪問して中共代表団の康生・李立三と秘密裡に会見し，抗日問題における労

働轟の団結について見解の一致を見た32）。このことを受けて，今回のス5ライキでは，黄色工会と

赤色工会との間に組織的な連携は存在しなかったものの，事実上の統～行動が実現した33）。このこ

とは，抗日罠族統一戦線の基盤としての労働者統一戦線が実際行動の面で実現したことを示すもの

であり，以後の中圏政治の進展に大きな影響を与えるものであった。第三に，ll月19日，この上海

在華紡のストライキは青島の在華紡に飛び火して2◎000余人の同盟ストライキが発生したことにつ

いてである34｝。このことは，事態を上海における抗B救亡運動の高揚という局薦から，全国的な高

揚の局面へと発展せしめる可能性を示したという点で大きな意味を有していたと考えられる。繭節
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で述べた“全救”という中国政治における新たな政治勢力の出現とそれに伴う政治情勢の変化を前

提とし，更に，上記の3点を踏まえて今回のストライキを捉えるならぽ，それはまさしく，ll月15

Eの『救国時報2の「社論」が述べるように，罷工・罷布・罷課の三罷闘争一全民衆的な抗日救

亡闘争一に発展する可能性があったとしなけれぽならず35），ここに至って，国民政府の“安内撰

外”政策は実質的に機能不全をこ陥ったというべきであろう。23日，沈鉤儒・郷鱈奮・章乃器・李公

撲・沙千里・王造時・史良ら救国会の“七看子”が逮捕されるが，蒋介石にとっては，これ以上の

事態の進展を押しとどめるためにはこうした方法しか残されていなかったと思われる。

　〔補〕　この点に関連して，当瞭南京で進行していた日中交渉において，“七君子”逮捕直後，中

　　　国側が須磨南京総領事に薄し，「中央政府トシテff支関係ノ悪化ヲ防ク為重大決意ヲ為シ諾

　　　ルuaトハ，例ヘハ，上海二於テ紡績罷業ヲ煽動セル救国会系ノ有力者ヲ逮捕シタル＝依ジテ

　　　モ知ラレルヘシ」と述べている点が興味深い36）。

　11月24B，在華紡連合会はスFライキの調停者杜月笙と面会し，（1）給与の5パーセント増額；（2）

理由なく労働者の首切り・殴打をしない；（3＞日曜Bの超過勤務にに対する賃金を溺途支給する；㈲

食事時聞には30分間機械を止めるなど7項醤を受け入れた。この結果，27Bにはストライキは淳止

され，労働者は職場に復帰した37）。このようなストライキの収束過程は，一面において蒋介石によ

る“七署子”逮捕という強硬措置が効をそうしたことを示してはいるが，他面において，労働者統

一戦線を基礎とした在華紡のストライキが，上海における広範な各層の支援と地地域への波及とい

う事態の展開を招来したことにより，在華紡側の譲歩を獲得したという点は，抗臼期申国政治を抗

B抗戦態勢の実現の方向に更に一歩押し進めるものでもあった。この約半月後，西安事変が勃発す

る。

V　国内平鵜の巽現と全民族的抗戦態勢

V－・1　“七君子”事件と西安事変の平和解決

　1936年9月，“臨委”の書記郵潔と委員丁華が相継いで逮捕された。郵は間もなく釈放されたが，

難を逃れるため胡喬木・王翰らは身を隠さざるをえなかった1）。これにより，“臨委”の工作は一

時停止の状態に追込まれた。12月，濡雪峰は，臨時工作委員会（‘‘三三ノ＼ノ」、組±1　：三憂：尭由　　（書言己）・沙

文漢・林楓）を組織して上海の党組織を再建するための準備工作を開始した。すなわち，濤が個々

の党員を僧溺に審査し，今後長期にわたって上海で地下工作に従藝する条件があるものを“三人小

組”の所轄に移し，他の者は中共上海弁事処に分配して公開活動に従事させるか，あるいは延安や

その他の地区に転出させた2｝。さらに，1937年初め，臨時党委員会が成立した。（書記：李凡天，

委員：観喬木・徐雪寒・王翰ら）3）この紐織は，李凡天・胡喬木が延安に行くため上海を離れたこ

ともあり，岡年5～6月には解散した4）。

　この時期，上海の中共地下組織が組織の防衛とその整理工作に大きな力をさかざるを得なかった
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ことは，救国会の活動に大きな影響を与えた。さらに，救国会の公開的部分を代表する“七轡子”

が揃って逮捕されたことは，救翻会運動に極めて深刻な打撃を与えた。すなわち“七磐子”逮捕後，

行動指揮部は活動を停止し5），『救亡情報』は停刊に追いこまれ6），“職救”の中共核心小組もまた

解散を余儀なくされた7）。このため救国会の大衆的基盤は大きく弱体化した。たとえぽ，“七鴛子”

逮捕直後に企画した南市公共体育場での集会は，軍警の包囲・封鎖を受けて開催することすらでき

ず，また方浜路菜場で実施した集会に集まったのは5～600人にすぎないという状態であった8）。

当時，救国会の基層部分では，幹部を保存し・燧々の人的関係を点検することによって来たるべき

新たな段階における発展のための条件を準備することがめざされた9）。一方，救礪会の上屡部分で

は，逮捕をまぬがれた宋慶齢や何香凝らを中心に“七君子”の釈放運動を展開したが，救国会組織

が公開的部分と非公開的部分の結合体であったことを勘案するならぽ，両部分が分断されたことに

よって救国会運動そのものが停滞状況に追い込まれたといわざるを得ない。

　華北事変から西安事変にいたる時期において，“内戦停止・一致抗日”を主張する諸政治勢力の

連携が進展し，これら諸勢力と“安内撰外”を掲げる国民政府との相克が，1936年ll月の在華紡の

ストライキから“七霜子”事件を経て酋安事変に至る過程で頂点に達した。酋安事変の平和解決は，

“

内戦停止・一致抗臼”を実現し“顯内平科の維持と頬日抗戦態勢の具体化”を以後の中国政治の

基本的課題としたことにおいて期を画するものであった。頬日抗戦態勢の具体化の問題はまた，再

開された国共交渉の主要議題でもあったle｝。この時期，中共は中央政治局会議（1937年3月23～31

日）・ソ区代表大会（5月2～14B）・白区工作会議（5月17日～6月10日）を開催し，従来のソビ

エト革命路線から抗日民族革命路線への転換をはたして新畏主主義革命の綱領を初歩的に提示する

とともucll），斬たな段階におけるソ区と白区における工作方針を確定した。中共は，上海における

党の責任者として妻が上海出身であるためその社会関係を利用しうる劉暁を当てることを決定し

た。劉は白区工作会議に出庸した後西安を経由して上海に赴いた12）。

　蒋介石は，藪安事変の平和解決により“安内撰外”政策の停止を余儀なくされたが，その～方で

“

内戦停止・一致抗日”を主張する諸政治勢力の内，東北軍・西北軍の権力基盤の掘り崩しに成功

するとともに救国会勢力の釣じ込めにも成功し，国共交渉における自らの立場を相対的に強化した。

しかしながら，“国内平和の維持と対日抗戦態勢の具体化”が薪たな隣期における中国政治の基本

的課題になったことによって，“七鴛子”を処罰する根拠を喪央し，その拘留の継続は旛力の側の

自己矛盾を示すものでしかなくなり，政府の新たな段階に適応した積極的な政策展開を限害した。

V－2　七七事変と全民的抗戦態勢の実理

　中国政治の基本課題が抗戦姿勢の具体化に転じた段階における慮溝橋での軍事衝突は，もはや一

地方における当事者聞の交渉による事態の収束を許さず，日中の全面戦争に発展していった。1937

年8月7日，翻民政府は南京にて中共代表の参加も得て最高國防会議を開催し，抗日戦争において

持久消耗戦略をとることを決定した。また，12日には最高国防会議と党・政府の連席会議を開催し，
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翻民党軍事委員会を抗戦の最高統齢とし・蒋介石を陸海空軍大元帥とすることを決定しだ3）。国共

交渉の面では，7月中旬から9月下旬にかけて盧山および南京で3園の交渉がもたれ14），9月22日

の國民党中央通訊祖による「中圏共産党の国共合作を公布する宣言」の公表および翌23日の蒋介石

談話によって，第二次国共合作が正式に発足した。

　罠衆の抗日救亡運動について，羅民政府は7月3照に懸案であった“七君子”の釈放に踏み貿る

と共に，それを敷府の統制下に置くため，鳶京に国民党中央等の機関で構戒される各界抗敵後援会

を組織し，隅様の組織が相次いで各地で結成されることとなった15）。上海では，7月22蟹，上海帯

各界抗敵後援会が発足したが16），同会は「すべての合法鑓体は，本会に加入して一致行動を取らね

ぽならず，その他のいかなる救国的団体・単位も存在し得ない」という規定を有していだ7）。一方，

上海には従来救国会を主とした大衆的抗臼組織があったが，ここに至ってこの組織形態ではすべて

の抗巳勢力を効果的に動員・組織し得ない状況となり，速やかに上層の知識人と下層の広範な民衆

を抗H救亡の統一戦線組織に結集することが必要となった。そのため，7月下旬から各界の救亡協

会が組織された18）。すなわち：

　（1）　7月28β，文化界救亡協会（“文協”）成立。同会内には，銭俊瑞・胡愈之・梅益・玉任叔・

　　　干伶・黄一然・戴平万・漏定・唐守愚・殿揚（楊帆）・涯光燥・朱啓蛮・郁風らの中共党員

　　　がおり，それぞれ組織部・宣伝部で工作していた。

（2）　8月7H，“工救”，工人救亡協会（“工協”）に改組。

（3）　8月17H，話劇界救亡協会成立。

（4）　8月24日，教育界救亡協会成立。

（5＞　8月中・下旬，紗廠工人救亡協会成立。

（6）　9月12日，職業界救亡協会（“職協”）成立。王文清・嚢清偉・王明揚・石志昂・許徳良らが

　　中共党磁を組織。

（7）10月6日，戦時文芸救亡協会成立。

（8）10月19日，南市車夫救亡協会成立。

（9）10月28冒，学生界救亡協会（“学協”）成立。同会の指導工作に参加した中共党員には，劉峰

　　・陳偉達・張英・顧徳歓らがいた正9）。

こ補〕　この時期，婦女界の救亡運動は，何香凝が指導する中国嬬女抗敵後援会の下で展開された

　　が，その中では，沈厳九・杜君慧・王汝瑛・羅球らの中共党員が活動していた20）。なお，同

　　縛期の上海婦女界では，女青年救亡協会・舞女救亡協会など数1◎の救亡団体が存在した21）。

　官製の各界抗敵後援会が，すべての民衆的救亡緯織をその締欝下に置こうとしたのに対して，上

海の中共党組織は柔軟な対応を取り，各救亡協会は掻体会員として抗敵後援会に加入するものの，

自己の溝動上の独自性を保持するという方針を取った22）。こうして各救亡協会は，“八一三”以降

の上海抗戦において重要な一翼を担うことになるが，このことは，1936年の上海において救国会運

動として展開された民衆的救亡運動が，日中全面戦争の勃発という新たな段階において救亡協会と
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いう形で継承されていったことを承している。この救鼠会から救亡協会に至る上海における大衆的

救亡運動の系譜は，中国の抗戦を単なる軍隊問の戦闘という次元から全罠族的な民族解放戦争とい

う次元に引き上げ，抗戦初期の中国政治において大きな論争点であった“全薗抗戦”か“片薦抗戦”

かという問題に頬し，“全面抗戦”論の側に現実的論拠を与えた点で大きな意義を有していた。

V－3　江蘇省委の再建

　中共中央が派遣した劉暁は，1937年7月，上海に劉着した23｝。上海党の再建について，党中央は

劉に対して，従来の組織・成員をそのまま引き継ぐのではなく，慎重な緬別審査を行なうよう指示

していた24）。劉は上海劉着後，薦雪峰からヨ三尭山ら“三入小組”所轄の党員を引き継ぎ，再審査を

行った上で党組織に編入した。漏はこの後，中共上海弁事処の専従となって上海の地下党組織を離

れた。こうして劉が指導する地下党系統と薦が指導する弁事処系統は完金に分離し，それぞれ独立

の系統となった25）。7B，周恩来・秦邦憲・称伯渠は，盧由での国民党との交渉に楚く途中，上海

で劉暁・薦雪峰と会見し，上海党の工作について具体的指示を与えた201。7月上旬，中共中央はま

た，劉暁・薦雪峰らが暫定的に“三人鐡”を組織して上海の党工作を主宰せよと指示した27）。劉暁

指導下の上海地下党は，8月中旬，工人運動委員会（“工委”）と群衆運動委員会（“群委”）を組織

した。その結果，“工委”は林楓（書記）・呉仲超・馬純古で構成され，紡績工場・絹織物工場・埠

頭及び各工場の党団・支部を指導し；また“群委”は王尭山（書記）・沙文漢・陳修良・王澗若・

彰柏山で構成され，救亡協会系統の党団を指導することになった。また，職業界では顧准・確文灘

・ 陸志仁を成員として臨時工作委員会が組織された28）。8月，中共中央は，前年9月に設置された

中共上海弁事処を八路軍駐上海弁事処と改め，上海における中共の公開の窓口とした。弁事処の責

任者は李克農・潜漢年で，劉少文が秘書長となった。弁事処はまた，文化工作委員会を組織し（書

記：孫冶方，副書記：曹荻秋，委員：夏術・銭俊瑞・姜鴛震），『内地通訊』『民族公論』『文献』な

どを発行して中共の抗揖民族統一戦線政策を宣伝した29）。

　1937年11月12日，すべての中国軍は上海から撤退し，H本軍は南帯に侵攻して上海は陥落した。

これにより，上海租界地区は葭本軍包囲下の“孤島”となった。これ以降，上海抗戦で展開された

抗日民族統一戦線に基づく全民族的抗戦は，場所を武漢に移して引き続き遂行されることになる。

上海陥落に伴い八路軍駐上海弁事処は地丁活動に転じるが30），中共中央はll月，中共江蘇省委員会

の樹立を批准し，江蘇省委が正式に発足した。省委は劉暁・劉長勝・張愛薄・－尭由・沙文漢で構

成され，劉暁が書記に・王尭崩が組織部長に・沙文漢が宣伝部長にそれぞれ任ぜられた31｝。これ以

降翌年1月にかけて，江蘇省委は各委員会を設置して組織の強化・整備をはかっていった。すなわ

ち：

　（1）1937年1珊，軍事委員会（“軍委”）成立。書記：張愛蔀，委員：呉克華・余立金・彰林・瞥

　　　広泰，秘書：陳家康。

　（2）ll月，群衆運動委員会（“群委”）廃止。
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　（3）11月，省委機関紙『真理』創刊。主編：沙文漢。

　（4）12月，学生運動委員会（“学委”）成立。書記：劉峰，委員：蘇曼文・関健央・張英・張健。

　⑤　12月，難罠運動委員会（“難委”）成立。書記：黄浩。

　（6＞冬，文化界運動委員会（“文委”）成立。責任老：孫冶方，沙文漢が省委との連絡を担当。1938

　　　年1月，孫冶方を書記に，王任叔・干伶・梅益を委員に任ず。

　（7）年宋，婦女工作委員会（“婦委”）成立。書記：陳修良，委員：趙先・羅暁紅・李淑英。

　（8＞年末，外県工作委員会成立。書記：沙文漢。

　（9＞1938年1月，職員運動委員会（“職委”）成立。書記：彰柏山，委員：顧准・陸志仁・胡実声

　　　・雪穎明。

　㈹　1月，工人運動委員会（“工委”），書記を劉長勝の兼任とする。

　㈲　1月，秘密電信台再建。

　㈲　1月，浦東工作委員会（“浦委”）成立。書記：陳静，委員：周強・朱看務32｝。

　江蘇省委成立以降，上海における中共地下党は華中抗β根拠地と密接な連携を取りながら闘争を

継続し33），1949年5月の上海解放にいたるまで党中央との関係も切断されることはなかった3透）。

ノ 結

　本稿は，度重なる大弾圧により壊滅的打撃を受け，また中央ソビエト区の崩壌という状況のなか

で党中央との連絡を切断された上海の中共地下党が，1937年1瑚に再建されるまでの過程を論じた

ものである。この時期の中共がソビエト革命路線から抗H民族革命路線への転換期に墨たっており，

また王936年の上海における救国会運動が妾時の中国政治の大きな焦点となっていたことから，上海

地丁党の組織と活動は，国民政府時期転換期の中国致治の中で大きな意味を有していた。

　1934年10月の中央ソビエト区の崩壌は，中国政治において中共が存在の危機に陥ったことを示す

ものであった。＝ミンテルン第七回大会を契機として，中共は抗ヨ民族統一戦線政策を軸にして生

存を賭けた大転換を模索する。嶺時の中共は，組織的には（i）pm北の党中央；②モスクワとパリを活

動の拠点にしていた猛コミンテルン中共代表団；（3＞上海臨蒔中央局の活動停癒後，白区工作におい

て重要な役割を果した平津地区の北方島；そして本稿が考察した（4＞上海の地下党という四つの“磁

場”が存在した。これらは，梢互の組織関係の喪失という状況下で新たな路wa　＝＝抗臼民族革命路線

への転換の模索を開始した。上海の地下党は，＝ミソテルン第七鷹大会と一二九運動の影響下にお

いて，従来の政策と組織を再点検し，当地の左派知識人との積極的な連携の懲能性を追求していっ

た。そしてそれは，公開的部分と非公開的部分を左派知識人と中共党員が分担する統一戦線継織＝＝

救国会という形で結実することになる。

　上海救国会運動は，“内戦停止・一致抗H”を主張する諸政治勢力との連携を求める中で中国政

治における新たな潮流を創出した。この潮流は1936年簸月の上海在華紡のストライキで頂点に達し，
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政府の“安内撰外”政策を機能不全に陥らせ，さらに館安事変の平和解決を経て，“翻内平和の維

持・対日抗戦態勢の具体化”を主要課題とする中国政治の新たな段階を招来せしめた。この上海救

国会運動は，八一三期の上海および抗戦初期における武漢の大衆的抗日運動に継承されていった。

謎

はじめに

1）薦村成雄「中國近代史練の再講成と“抗潤十五年戦争”」（大阪歴史科学協議会『歴史科学』第102号）13

　頁。

2）筆港は照稿「中国共産党における抗疑罠族統一・wa線理論の確立」（池賑誠編著『抗巳戦争と中国昆衆』，法

　律文化社，玉987年）において，「八一宣言」をもって中共はソビエト革命路線から抗β民族統一戦線路線

への転換を果したと論じた。（88－91頁〉本稿では，ヂ八～宣言」の鍵出により，中共は抗瞬畏族統一戦線

　政策を囎として諸政策の転換を行ない；37年3～6月の段階でソビエト革命路線から抗B昆族革命路線に

　転換した，と見解を改めた。

3）拙稿「関於中濁抗R民族Wt－一戦線釣研究筆記」（河南省歴史学会・河南大学奮史学月刊』1989年第4期）

　参照。

4）上海では，1979年7月「上海党史調査組」が緻織され，系統的に聞取り調査が行なわれた。（上海人民出

　版鮭党史資料叢刊編輯部編『党史資料叢判書第1輯，155頁。）なお，多くの回想資料は，文末に聞取り

　調査を行なった年月および整理者の氏名を明記しており，本文で述べた國想資料の限界性に留意したも

　のであると考える。

I　l930年代前単，上海の共産党懇織

1）劉恵署主編ガ上海近代史』（下）華東師範大学出版祉，1987年，玉87頁。

2）黄斡然「関於～九三三年上海中央局的鳳憶Jil党史資料叢刊』第22輯，123頁。

3）窪上海透代史』（下）564頁。『党史資料叢刊渥第24輯，148－150頁。

4）中共上海市委党史資料微集委員会編『中共上海党史大窮記』知識繍版往，1988年，385頁。

5）　『党史資料叢［1　ij』　第24輯，　148－150頁。

6）庄翼文芸総同盟（tt文総”，1930年7月成立）は“文委”の詣導を受けていた。“文総”は，左連・歓連・

　　劇連・美連・影連・教連・音連・語連の“八大連”で構成されていた。

7）“武衛会”の結成は，王明らの1933年1G月27巳付の中共中央宛指示書簡に虫来する。この点については，

　　李良志「抗H民族統一戦線樹立における王明の役割について」（拙訳，『大阪外圏語大学論集』第2集に

　　掲載予定）参照。

8）王尭由「一九三七年繭上海的抗N救亡運動和地下党組織的整理工作」（中共上梅市委党史資料徴集委員会

　　編『“一：・九”以後上海救圏会史料選輯3上海社会科学院出版社，　1987年）37餅380買6

豆　路線転換と“臨委”の成立

　1）王翰「“一二・九”運動後上海地下党工作路線的転変」『“一二・九”以後上海救麗会史料選輯』373頁。

2）この閤の事悔については，呉玉章欄於《救国時報》的國臆」（窪呉玉章圓憶蜘中国青年出版社，玉978年）

　　参照。

　3）李良志薪抗貝民族統一戦線樹立における王明の役割について」参照。

　4）ガ中共上海党史大蘂記』385頁。

　5）王翰「“一二・九”運動後上海地下党工作路線的転変」373頁。

　6）『中共上海党史大婁記』389頁。

　7）岡上。
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8）『中共上海党史大事記』390頁。

9）『中共上海党史大事記』395頁。

1G）武敏・姜薄「中国社会科学家聯盤簡介」（史先民編著『中蟹祉会科学家聯盟資料選編』中函展望綴版栓，玉985

　　年）2頁。ここでは，“社連”について述べられているが，他の七“達”もほぼ嗣じ状況であったと考え

　　られる。

ll）王翰「“一一一一二・九”運動後上海地下党工作路線的転変」374頁。

12）同上。

13）『中共上海党史大事記』390翼。なお，この“中共中央”が陳菰の中共中央か，当時活動を俸止していたと

　　いわれる上海臨蒔中央局か，あるいは駐コミンテルン中共代表闘かについては，検討を要するように思わ

　　れる。

14）奮中共上海党史大事記』398頁。

15）『中共上海党史大事記』4GO頁。

16）『中共上海党史大事記』391頁。

17）王尭山r一九三七年前上海的抗日救亡運動和地下党組織的整理工作」380頁。

18）王翰「“一二・九”運動後上海地下党工作路線的転変」375頁。

19）『中共上海党史大事記』398頁。

20）『“－me・九”以後上海救国会史料選輯』439－440頁。

21）『中共上海党史大箏記』398頁。『“一二・九”以後上海救国会史料選輯誰439－440頁。

22）王翰「“一二・九”運動後上海地下党工作路線的転変」376頁。

23）陣共上海党史大事記湯401－402頁。王翰「“一一二・九”運動後上海地下党工作路線的転変」376－377貰。薦

　　雪峰の来漉時期については，なお検討を要するようである。（夏興義氏の教示による。＞

24）　匿中共ま二｛甕≡党史大事言己』　401－402頁。

25）薦雪峰「翻憶中的潜漢年同志」（岡講編輯組編臨憶溝漢年雲江蘇入民出版栓，1985年128頁。胡愈之「澱

　　漢年問志与救圏会」il“一二・九”以後上海救国会史料選輯藷384－385頁。

26）胡愈之r澱漢年瞬志与救圏会」383頁。陳再凡窪共産麟際与中圏革命匿華中師範大学出版被，1987年，242

　　頁。李維漢『園憶与研究』（上）中共党史資料出版挫，1986年，359頁。

27）

28）楊雲若・楊甕松窪共産国際和中國革命』上海人罠出版社，1988年，336－337頁。

29）挙托央fi935－1936年南窟政府同蘇聯的談判」（党史研究編輯部編『党史研究雲1985年第農期）52頁。（現

　　代資料研究所，東京，復刻本＞

30）

31＞胡愈之ヂ澱漢年同志与救国会」384頁。

32）　漂垂雪峰　「【聾億中的灌漢年同慈」　28－29頁。

33）揚雲若・揚奮松窪共産圏際和中露箪劔370頁。

34）『中共上海党史大事記』409頁。謬回憶播漢年』252頁。

35）王尭由r－一九三七年前上灘的抗日救亡運勤憩地下党組織的整理工作」382－383頁。

36）許灘新「戦士“覆盆”廿七載一紀念潜漢年間志」『回憶溝漢年』45頁。

盈　救国会運動と上海共産党

1）鄭燦輝・季鴻生・呉景平窪宋慶齢与抗日救亡運動』薇建人昆鵠版魅，1986年，95頁。呉大瑠「党与救鑛会」

　　『tt－一一’二・九”以後上海救国会史料選輯』4G7頁。徐雪寒「回臆全国各界救麟聯合会片断情混」同前書，4G6頁。

2）徐雪寒「回憶全国各界救濁聯合会持断情溌」405頁。

3）嗣上。

4）李良志「抗9罠族統一戦線樹立における王明の役割について」参照。

5）蒙光励「何香凝」『中共党史人物伝護第36巻（中共党史人物硬究会編，験西人民旗版社，1988年）307頁。
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6）中共中央統戦部研究室・金陵之声広播電台編輯榔編『統～戦線工作手騰』南京大学出版社，1986年，445

　　頁。

7）　墓舞光励　「何香凝」　321－343頁。

8）蒙光励「鍔香凝」323頁。

9）蒙光励r何雷凝」325頁。

10）馬玉章「懐念先祖父桐伯公」『上海文史資料選輯』（中購人畏致治協商会議上海帯委員会文史資料工作委員

　　会編）第47輯，68頁。

11）徐雪寒r回憶全國各界救国聯舎会片断情況」405頁。

12）孫暁村「“真堪衡岱比芳勢”一沈衡老対救国会的卓越貢献」『沈鈎儒紀念集2（生活・読書・覇知三聯書店，

　　1984年）　116頁。

玉3）r沈鈎儒等案第一次審理記録」『中華民國史資料叢稿・救露会』（中国社会科学院近代史研究所中華民国史

　　研究室鑑編，中國赴会科学毘版社，1981年）278頁。

14）孫擁村「竪持真理団結的楷模」『上海文史資料選輯』第47輯，39－40頁。

15）胡愈之「澱漢年岡志与救国会」384－385頁。

16）『郷鱈蕾年譜』（復轟大学新聞系研究室編，復髭大学鵬版社，1982年）88，89頁。

17）　『郷牽露奮年譜』　89，　9玉頁。

18）章乃器「我和救圏会」『中華民國史資料叢稿・救国会』441頁。

19）章乃器「我和救国会」444頁。

20）　「沈鈎儒等案第一次審理言己録」　289頁0

21）秦建君「七翼子之一王造ew　」『江繭文史資料選輯』（中国人民政治協商会議江西省委員会文史資料研究委員

　　会編）第19輯，23－24頁。

22）秦建君ヂ七君子之一王造蒋」29頁。

23）「王造時自述」『上海文史資料選輯』第45輯，121頁。

24＞何碧輝F沙千黒伝略1『上海文史資料選輯2第57輯，160－161頁。

25）沙千里il漫話救國会』文史資料出版社，1983年，4頁。

26）何碧輝「沙チ里俵略」161頁。楊修範「紀年沙千里問志」ゼ統戦工作資料選輯邊（中共上海市委統戦部統戦
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ヨ
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27）楊修範「紀年沙チ里岡志」128頁。

28）方仲伯編ilas公撲文藥』雲南人毘出版社，1987年，3－4頁。

29）夏毎農「創弁読譜出版祉」降公撲紀念文集』（方仲伯編，雲南人罵幽版挺，1983年）3G3頁。伍康成「李

　　公撲先生申報館的工作」il上海文史資料選輯渥第45輯，76－79頁。

30）伍康成「李公僕先生申報館的工作」81頁。

31）夏征農「創弁読書出版祉」30碩。

32）史良「閣於救国会的一一一’tw回憶」『中華民圏史資料叢稿・救睡会港45（｝－451頁。

33）『陶行知年譜稿』（中央教育科学研究所教育理論研究室・同憲編写組編，教育科学出版社，1982年）34頁。

34）『陶行知年譜稿』39頁。

35）窪陶行知年譜稿』53，54頁。

36）『陶行知年譜稿』66－67買。

37）周天度「救国会史略」『中華民圏史資料叢稿・救国会』31頁。
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40）郷燦輝・挙鴻生・呉景平『宋慶齢与抗臼救亡運動』92頁。

41）章乃器「我和救国会」43頂。なお，この“叙餐会”の開始聴期については，検討を要するように思われ

　　る。
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45）’呉大理「党与救国会」『“一二・九”以後上海救国会史料選輯2407頁。
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50）林立「回憶上海“婦救”和行動指揮部」423頁。
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〔後　記〕

　脱稿後，救露会の前身である“叙餐会”の開始時期および「史量才が暗殺された後，李公撲は郷漫ら三人と

ともに読書出版挫を翻設した」とした点について（300頁），平野　鉦・水羽儒男の濁磯から下記の教恭を受げ

た。

　（1）“叙餐会”の腿始時期について：一二八事変の後（1932年）とする記載が章立凡「章乃器俵略」（普騰学

刊編輯部編『中掴現代社会科学家俵略幽第5輯，山西人斑出版社，1985年）424頁；および章立凡「先父章乃器

往事聞見録」（人物編輯部編『人物』1984年第1期）120頁に，ある。（平野・水羽両氏）

（2）“読書出版社野について：①r読書生活露の創刊は1934年ll月IOHで，史暗殺の3日前であり；②岡刊第

2巻第王期（1935年5月1田）以降，咄版考　読霧生渚社」の文字が奥付に晃られるようになる。（平野疵）

　この“読謹出版社”か“読書生活kk”かという問題およびその創設時期については，今後の検討諜題とした

㌧・o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（王989年12捲11鶏）
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